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災害発生時
   あなたはどう行動しますか？

　　鈴田 英
え い じ

治さん
　　 ( 防災担当 )

日々の訓練から防災意識の向上が図られます。

地域の特徴を踏まえた防災訓練を実施

　井
いむかい

向 博さん
( 春日町内会長 )

平成 25 年 5 月に北海道
防災マスターを取得

自主作製した防災マップは、実際に
災害が発生した場合、被災者の確認
作業に役立ちます。

いつ発生するか分からない災害から身を守るために何をするべきなのか。いつ発生するか分からない災害から身を守るために何をするべきなのか。

いざという時に日頃の備えが大切な命を守ります。いざという時に日頃の備えが大切な命を守ります。

　　　　　　防災に対する　　　　　　防災に対する『知識』『知識』とと『備え』『備え』は万全ですか？は万全ですか？

春日町内会の取り組み

鈴田　災害弱者と呼ばれる高齢者が災害

発生時に我が身を守り、迅速に避難する

ことができるように、避難手順を簡単に

まとめた用紙を配布しています。各自で

非常食や毛布等の防災備品を用意してお

くことも大切ですが、町内会としても万

が一に備え、毎年、備品を購入していま

す。基本的には1週間分を用意できれば、

もし被災しても救援物資が届くまで耐え

忍ぶことが可能と言われています。

　町内会単独で行っている自主防災の取

り組みですが、今後は近隣の町内会との

連携が必要になると考えています。大規

模な災害が発生した時に、互いに助け合

うことで、１人でも多くの人命を救うこ

とが可能になります。また、町の防災担

当や、消防署との連携も強化していきた

いと思います。

井向会長　住民の防災に対する意識向上

を目指す取り組みとして年 3 回、防災

活動を行っているほか、防災マップも作

製しました。また、参加しやすいよう他

の行事と同時に行うことで、幅広い年齢

層が参加しています。近年、住民の高齢

化が進んでいることから、平成 19 年か

ら民生委員の協力を得ながら、一人暮ら

しの高齢者の安否確認訓練を積極的に実

施しています。

　全ての住民が防災訓練に参加している

訳ではないので、自分の命を守るため、

個人がどのように考え、行動するのか、

町内会として周知方法の改善も今後の課

題です。また、若年層の世代が参加しや

すい取り組み内容も検討しながら、町内

会全体の防災意識の向上を目指していき

たいと思います。

単独の取り組みから連携の時代へ
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様々な種類の非常食があります。

▼問合せ　総務課 ( 防災担当☎ 23-2330)

□ 必要に応じた自宅の耐震対策を行っている

□ 食器棚等に突然開かないよう金具を付けている

□ 大型の家具に転倒防止器具を付け固定している

□ 窓ガラスや食器棚の戸のガラスに飛散防止

     フィルムを貼付している

□ 非常持ち出し品を寝室や玄関に用意している

□ 消火器等の防災機器の使い方や応急手当の方法を

　  知っている

□ 家族や親戚等の連絡先を確認している

未然に身を守り、実際に災害が発生した際、安全に避難するために必要な項目をまとめてみました。
該当する項目に印を付けてみましょう！！

安全対策・避難対策

　　　大丈夫！？わが家の

安全対策チェックリスト 避難対策チェックリスト

□ 家族で安否確認のルールを決めている

□ 災害発生時の避難所・避難場所を知っている

□ 避難所・避難場所までの安全な避難ルートを

　   知っている

□ 学校や職場から最寄りの避難所・避難場所を

　　知っている

□ 非常食等の備蓄品を用意している

□ 緊急災害情報を入手可能な機器 ( ラジオ ) を

　　用意している

チェックがつかなかった箇所は改めて、確認・点検を行い、
必要に応じた対応を取りましょう！！

当別町の取り組み

　災害による被害をできるだけ少なくするために

は、一人ひとりが自ら取り組む『自助』、地域や身

近にいる人同士が助け合って取り組む『共助』、国

や地方公共団体などが取り組む『公助』が重要だと

言われています。

　『自助』については、全戸配布をしている「当別

町防災マップ」をご覧いただき、日頃からの災害に

対する備えにご活用下さい。( 町ホームページでも

公開しています。）

　『共助』は春日町内会のように町内会単位での自

主防災組織活動です。阪神淡路大震災、東日本大震

災では、自主防災組織の活動により多くの命が救わ

れました。この活動の活性化と住民の積極的な参加

が地域の防災力向上にもつながります。　

　　　　出前講座の様子

( アウル育成会・美里町内会にて )
確認

　『公助』である町の取り組みについて、平成 24

年度より、非常食、飲料水、毛布、ポータブル発電

機等の備蓄を進めております。また、災害時には電

話がつながりにくいことから、通信手段を確保する

ため、平成 25 年度に衛生携帯電話を整備しており、

随時、災害発生時に対応可能な体制を整えていきま

す。地域の出前講座や防災訓練等にも参加し、防災

講習等も行えますので、ご相談下さい。

「当別町防災マップ」で事前に

避難場所等を確認しましょう

もう一度、　　　 してみましょう。

衛星携帯電話


